
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
に
市
の
財
政
状
況
を
知
っ
て
も

ら
い
、市
政
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

決
算
は
、会
計
年
度（
４
月
か
ら
３
月
ま
で
）の
１
年
間
に
、

市
が
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
い
く
ら
の
お
金
を
使
い
、い
く
ら

余
っ
た
の
か
、ま
た
は
、い
く
ら
足
り
な
か
っ
た
の
か
を
明
ら

か
に
す
る
も
の
で
す
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計（
市
の
行
政
運
営
の
基
本
的
な

１７

経
費
を
賄
う
会
計
）の
決
算
額
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

政
は
、皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
地
方
交
付
税
、市
債

や
国
・
道
の
支
出
金
な
ど
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
は
、市
税
の
減
少
に
加
え
、借
金
の
返
済
も

１７

ピ
ー
ク
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、職
員
給
与
の
削
減
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
経
費
の
削
減
を
図
り
ま
し
た
が
、昭
和　

年
度

57

以
来　

年
ぶ
り
の
赤
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。こ
の
危
機
的

23

な
状
況
を
乗
り
切
る
た
め
、平
成　

年
度
に
策
定
し
た
財
政

17

再
建
計
画
に
基
づ
き
財
政
の
建
て
直
し
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

赤
字
の
原
因

①
借
金
返
済
（
懸
案
だ
っ
た
「
は
ー
と
ふ
る
」
や
「
ぷ
る
も
」
の

建
設
、
ご
み
処
理
施
設
や
学
校
な
ど
の
更
新
時
期
が
重
な

り
、
そ
の
借
金
返
済
が
現
在
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま
す
。）

②
退
職
職
員
数
の
増
加
（
退
職
手
当
の
増
加
）

③
景
気
低
迷
に
よ
る
市
税
の
減
少
（
昭
和　

年
の
水
準
）

59

④
地
方
交
付
税
の
大
幅
な
削
減
（
平
成　

年
度
に
は
国
の
三

16

位
一
体
改
革
に
よ
り
約　

億
円
の
削
減
）

５．６

⑤
生
活
保
護
な
ど
扶
助
費
の
増
加

公
債
費
の
平
準
化

　

赤
字
を
解
消
す
る
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
赤
字
の
大
き

な
原
因
で
あ
る
借
金
の
返
済
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
し
、
低

利
率
の
も
の
へ
の
借
換
え
と
返
済
期
間
の
延
長
に
よ
り
、
公

債
費
の
平
準
化
を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

再
建
計
画
の
策
定

　

平
成　

年　

月
に
策
定
し
た
「
留
萌
市
財
政
再
建
計
画
（
平

17

11

成　

年
度
ま
で
）」
に
基
づ
き
、
職
員
数
や
給
与
の
削
減
、
受

26
益
者
負
担
（
ご
み
手
数
料
な
ど
）
の
適
正
化
な
ど
の
再
建
策

を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

改
め
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市　 税   14.4％

市民税・固定資産税など

２７億672万円

【主に法人市民税の減収が大きく影

響し、前年度比4千万円の減】

地方交付税 29.0%

各自治体の財政力不足に応じて国

から交付される交付税（臨時財政対

策債を含む）

54億5,403万円
【前年度比1億2千万円の増】

国・道支出金 9.9%

国、道からの負担金･補助金･委託金

18億6,031万円　

【港湾に係る補助金の減などにより

前年度比7千万円の減】

市　債   32.4％ 

借　金

60億9,380万円

【借換債の発行により、前年度比４５

億円の増】

そ の 他    14.3％

使用料･手数料、譲与金、諸収入等

27億903万円

【基金繰入金の減などにより前年度

比1億2千万円の減】

平成１7年度　特別会計　～決算～

（単位：万円）

差　引歳　出歳　入区　　分

△3億1,75824億9,21021億7,452国民健康保険事業

1,11429億8,97130億85老人保健事業

1,70514億3,52914億5,234介護保険事業

03億8,3553億8,355港湾事業

△2億9,16020億4,08817億4,928下水道事業

01,5011,501神居岩スキー場事業

△5億8,09993億5,65487億7,555合　　計

■国民健康保険事業

   国保税収納率が低い状況が続く一方、

被保険者の増加、医療費や介護納付金

の増加により平成11年度から赤字決算

が続いています。

■下水道事業

   一般会計が赤字決算となり、下水道の

赤字分を補てんすることができなく

なったこともあり平成14年度から赤字

決算が続いています。現在、平成17年

度に策定した下水道事業経営健全化計

画に基づく収支改善を図っています。

民生費・衛生費 20.0％

福祉･保健･医療などに係る経費

38億859万円

【病院事業会計への繰出金の増など

により前年度比6千万円の増】

土 木 費     9.5％

道路･公園･港湾などの整備に係る経費

18億667万円

【港湾整備事業の減などにより前年

度比2億5千万円の減】

教 育 費     2.8％

学校教育や、海のふるさと館、図書

館など教育施設に係る経費 

5億4,132万円　

【海のふるさと館改修事業の減など

により前年度比5千万円の減】

公 債 費   43.2％

借金の償還などに係る経費

82億4,368万円　

【借換の実施に伴う繰上げ償還などに

より前年度比４９億円の増】

そ の 他   24.5％

議会費・農林水産費･商工費･消防費

･災害復旧費･職員給与費等

46億8,380万円　

【退職手当の増などにより前年度比

7千万円の増】

歳 出の概要

平 成 １７ 年 度 の 決 算
歳　入

歳　出  
平
成　

年
度 
一
般
会
計 
〜
決
算
〜

１７

お 知 ら せ し ま す歳 入の概要

■歳入決算総額　

188億２，３８９万円

 （前年度比30．5％増）

■歳出決算総額　

190億８，４０６万円

 （前年度比33．0％増）

歳入と歳出の差引は、

▲2億６，０１７万円の赤字決算

となっています。

一般会計決算額 市

行
平

成　

年

度

決

算

か

ら

見

た

ポ

イ

ン

ト

17

２３

９月に開かれた定例市議会で、平成１７年度の決算が

認定されました。

決算は、昨年度の一年間に、どれだけの収入があり、

それがどのように支出されたのかを

分類して集計したものです。

ここでは、バランスシートによる分析を交え、

平成１７年度決算のあらましについて、

お知らせします。

詳
し
く
は　

月
１
日
公
表
の
財
政
事
情
説
明
書
で
解
説
し
て

１２

い
ま
す
。
留
萌
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
市
役
所
１
階
市
政

情
報
コ
ー
ナ
ー
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

刷

問
 

市
・
財
政
課　

緯　

・
１
８
１
３

４２

※借換分とは、借金残高２６１億円のうち低い利率に借換えた分です。

※借換分とは、借金残高２６１億円のうち低い利率に借換えた分です。



※バランスシートに使用している「普通会計」とは、総務省の定める会計区分の一つで、一般会計、特別会計など各会計で経理する事業の　

　範囲が自治体ごとに異なっているため、統一的な基準で整理して比較できるようにした統計上の会計区分のことです。

現在の資産は、今までに４割の
支払いが完了しています。
今後は借金の返済が進み、公共
事業を抑制していることから、
「これから負担する」割合は減少
していくことになります。

負債の９割は借金です。一般会計
の借金残高は261億円（H17末）で
市民１人当たりでは96万円になり
ます。しかし、支払いを国から支
援されるものも多く、実際の負担
額はもっと少なくなります。
留萌市の借金が多いことは事実で
すが、それに対して資産も多いと
いえます。
現在は公共事業を抑制し新たな借
金を減らしており、借金残高は毎
年減少しています。

平成１７年度　バランスシート　～普通会計～

II

有形固定資産は、道路・港湾・住宅などの土木費（219億円）、学校や温水

プールなどの教育費（107億円）、ごみ処理場やはーとふるなどの衛生費

（39億円）の順となり、この３分野でほとんどを占めています。

（主な有形固定資産）

割合資産価値分野

20%83億円市営住宅

17%70億円小中学校

8%32億円公園

7%30億円道路

7%29億円ごみ処理場

6%25億円港湾

　

今
年
度
、訓
練
塔
の
建
替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。こ
の
訓
練

塔
を
活
用
し
、火
災
や
救
急
救
助
活
動
な
ど
の
実
災
害
を
想
定

し
、
日
々
の
訓
練
に
励
ん
で
お
り
、９
月
３
日
（
日
）
に
行
わ
れ

た
留
萌
市
民
防
災
訓
練
時
に
は
想
定
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、医
療
資
格
を
持
た
な
い
一
般
住
民
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
と
い
う

機
器
を
用
い
て
除
細
動（
心
筋
梗
塞
等
に
よ
り
心
臓
が
停
止
し

て
い
る
患
者
に
対
し
て
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
る
こ
と
。）
を

行
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
当
組
合
に
お
い
て
も

広
く
住
民
に
対
し
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
講
習
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

留
萌
消
防
組
合
に
お
い
て
も
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、現
在
の
複
雑
、
多
様
化
す
る
災
害
や
増
加
の
一
途
を
た

ど
る
救
急
活
動
に
対
応
す
る
べ
く
財
政
運
営
の
創
意
・
工
夫
に

よ
り
地
域
の
皆
様
の
期

待
に
応
え
て
ま
い
り
た

い
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

留
萌
消
防
組
合
の

財
政
事
情

平
成　

年
度
留
萌
消
防
組
合
財
政
事
情
説
明
書  
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　留萌消防組合財政事情説明の作

成及び公表に関する条例第２条の

規定に基づき、平成18年度留萌消

防組合財政事情説明書を公表しま

す。

　平成１8年１２月１日

留萌消防組合管理者　高 橋 定 敏

平成１７年度　一般会計決算状況

平成1８年度　一般会計予算及び執行状況

平成1８年度へ繰越　6,573,860円

（単位：円、％）
猿歳 入

構 成 比決 算 額科 目

97.7579,502,０００分 担 金 及 び 負 担 金

0.21,578,650使 用 料 及 び 手 数 料

0.31,658,715諸 収 入

1.810,554,354繰 越 金

１００.0593,293,719計

（単位：円、％）
猿歳 出

構 成 比決 算 額科 目

0.1485,525議 会 費

8.046,754,042総 務 費

90.1528,836,641消 防 費

62.3365,265,539留 萌 消 防 署 費

27.8163,571,102支 署 費

1.810,643,651公 債 費

100.0586,719,859計

▼ 歳入歳出決算額

（単位：千円、％）
猿歳 出

執 行 率執 行 額構 成 比予 算 額科 目

36.21390.1384議 会 費

49.723,2138.146,698総 務 費

48.0251,26490.6523,320消 防 費

48.7174,55462.0358,084留萌消防署費

46.476,71028.6165,236支 署 費

0.001.06,102公 債 費

0.21,300予 備 費

47.5274,616100.0577,804計

（単位：千円、％）
猿歳 入

執 行 率執 行 額構 成 比予 算 額科 目

51.1294,70099.9577,104分担金及び負担金

92.46470.1700使用料及び手数料

3720.00諸 収 入

6,5740.00繰 越 金

52.3302,293100.0577,804計

▼ 住民の負担状況

▼ 消防組合債の状況

平成18年９月３０日現在の人口小 平 町留 萌 市分 担 金 ・ 負 担 金

5 7 7 , 1 0 4 , 0 0 0 円 人26,876留萌市176,494,000円400,610,000円

人４,112小平町42,922円14,906円住 民 一 人 当 た り

円5,495,502留萌市合 計利 子元 金

円605,220小平町6,100,722円530,722円5,570,000円

▼ 予算執行状況 （平成18年9月30日現在）

バランスシートとは、

留萌市が今まで進めてきた「まちづくり」で

どんな資産をつくったのか、

そのためにどんなお金を使ったのかということが

わかる資料です。

バランスシートは、

歳入歳出決算と異なり、長期的な市の資産形成状況を

把握することができます。

　バランスシートから見えるもの　資　産

負　債　　　　　　　　　　バランスシートから見えるもの　　　　　　　　　　負　担

負債・正味資産合計

450億6,064万円

【市民1人あたり167万円】

負　　債　　282億6,093万円

借金や将来支払う退職金、赤字補て

んなどで「これから負担する額」

【市民1人あたり105万円】

正味資産　　167億9,971万円

支払済みのお金（国や道からの交付金

や税金など）で「今まで負担した額｣

【市民1人あたり62万円】

※H18以降は財政再建計画の発行
額で試算しています。

４５

資　産　合　計

450億6，064万円 

【市民1人あたり167万円】

有形固定資産　403億4,796万円

学校、市営住宅などの建物や道路など

　　　　【市民1人あたり149万円】

投　資　等　　42億2,515万円

団体への出資金や融資、基金や定期預金など

        【市民1人あたり16万円】

流 動 資 産　　4億8,753万円

現金やすぐに現金化できる普通預金、

税金などの未収金

【市民1人あたり2万円】
資　　産　　　　１６７万円

負　　債　　　　１０５万円

正味資産　　　     ６２万円

轄

問  留萌消防組合消防本部・総務課　緯４２－２２１２
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